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1 年生　企業・キャンパス見学会

　

 令和６年７月 11 日（木）「産業社会と人間」の授業で、企業・キャン

パス見学会が実施され、クラスごとに企業と大学を訪問しました。１組

は愛知県立大学と林テレンプ、２組は愛知教育大学とデンソー、３組は

愛知淑徳大学と大豊工業、４組は中部大学と小島プレス、５組は南山大

学とアイシン、６組は名城大学と愛三工業を訪問しました。大学では、

多様な学問について説明を受けたり、キャンパス内の見学をしたりしま

した。企業では、東高 OB との懇談会で質疑応答をしたり、工場内の見

学をしたりしました。

　

　生徒からは「自分の好きなことを追求できる働き方や自分の強みが活

かせる働き方がすごくいいと思った。」「大学では教えてもらうだけでは

なく、その先のことを知ろうと積極的に行動することが求められている

と思った。」などの感想がみられました。今回実施した企業・キャンパ

ス見学会をきっかけに、学ぶことの意義や社会人として求められること

を考え、自己の進路選択に生かしてくれることを期待します。

豊田市こども発達センター

オーストラリア姉妹校派遣

母乳バンク見学会

　「異文化交流から得たもの」

　私はパスコベール派遣を通して異文化理解を学びました。例えばオーストラリアでは、お釣り

で小銭が出なかったり、時間にルーズのため電車やバスが遅れてきたりするのが通常でした。こ

のことから日本では「当たり前」「常識」とされている考え方や物の見方でも、他の国ではそうで

なく戸惑ったりすることもありましたが、そんな時にこそ、自分のもつ固定概念について考え直

す絶好の機会だと捉え、自分の中にある「こうあるべき」という固定概念を取り払うことができ

ました。その結果、現地でも日本に帰国してからも、ものの見方や考え方の幅が格段に広がり、

柔軟な思考力をもって今までに見えなかったアイデアや選択肢にも気づくようになりました。

　また、私は 1 週間のホームステイを終えて、改めてとても貴重で一生心に残る経験になったと

思います。現地に着く前は、そこまで英語が話せるわけでもなかったので、不安な気持ちでいっ

ぱいでした。しかし、実際はそんなことも感じないくらいホストファミリーも学校の先生も学校

の友達もとても優しくて、安心しました。たった 1 週間でしたが、一日一日が新しいことの発見

ばかりで、自分が成長していくのがよくわかりました。この派遣を通して、一歩外へ出ることは

すごく勇気が必要かもしれないけれど、その勇気を出せば、今の自分をもっと成長させることが

できるし、将来の選択肢を広げることだってできると思いました。

　今回、母乳バンクの見学をして、「たくさんの

人の善意、で人は生きている」ということに改

めて気づきました。そのように命が生まれてく

ることに感動したし、その手助けになる「母乳

バンク」の制度はもっと世の中に浸透しいてい

くべきだと思いました。また、NICUでの話を聞き、

実際に見学してみて、赤ちゃんの健康に必要な

のは薬でも治療でもなく、家族だということを

学びました。

　発達センターでの活動を通して、改めて

現場で働く人たちはすごいなと感じまし

た。子どもたち一人ひとりの顔と名前、ど

んな性格で、何をするのが好きなのか、ど

のように対応するのがいいのかなど多くの

ことを把握しながらお仕事されていてとて

も尊敬しました。こども広場では約０～２

歳のまだ意思疎通も難しいこどもたちに対

して笑顔で明るく接していて自然にこども

たちの笑顔を引き出していることに驚きま

した。最初は緊張しましたが、楽しそうに

話しかけてくれる子や、にこにこと元気

いっぱいの先生たちのおかげで楽しく活動

ができました。


